
令和５年度 

授業改善推進プラン 
 

今年度も昨年度作成した「授業改善推進プラン」に基づき、学

力向上に向けた取り組みを推進してまいりました。 

コロナウイルス感染防止対策が少しずつ落ち着き、以前から行

っていたグループ活動や話し合い活動、音楽・家庭科・体育等の

実技を行い始めました。また、今年度も４月に「大田区学習効果

測定」を行いました。 

2020年度から新学習指導要領が実施されており、評価の観点や

その内容の変更から単純に前年度と結果を比較できませんが、そ

の結果を受けて授業改善推進プランを作成しました。昨年度、教

育研究推進校として社会科と生活科で研究発表を行いましたが、

学んだことを生かし、さらなる授業改善に取り組んでまいります。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校国語科） 

 

１ 国語科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取組における成果と課題 

◯成果 

・既習した漢字を繰り返し書くことで、習得率が上がった。 

・読み取りの練習や、全体読みを指導したことで、内容把握や理解に繋がった。 

・音読は、家庭学習として継続して行ってきたため、意欲的に取り組む児童が増えた。 

・クロームブックを活用することにより、ローマ字で表記されたものを正しく読んだり、書いたりすることができる

ようになった。 

取り組みにおける成果と課題 

◯課題 

・文章を書くときに、誤字・脱字に気付かなかったり、拗音、撥音、助詞を適切に使えなかったりする。 

・文章をしっかり読む習慣がないため、答え方が分からなかったり、空白になったりしてしまう。また、正しく読み

取る力が弱いため、問題に対して正答に結びついていない。 

・漢字の継続的な学習が難しく、習得率が悪い。 

・語彙力が乏しい。 

・言葉の学習が目標値より下回っている。読書をしたり、国語辞典を活用して語彙を増やしたりする機会を増やす必

要がある。 

・作文、漢字の書きが目標値より下回っている。自分の考えを文章にしたり、習った漢字を使って文章を書いたりす

る機会を増やす必要がある。 

・区の学力効果測定の結果は、いずれも区平均を約１０ポイント下回っている。領域別に見ると、４、５、６年全て

において「書くこと」の到達度が低い。「書くこと」の数値を区の平均と比べると、４年が約２０ポイント、５年

が約８ポイント、６年が約１６ポイント下回っている。 

・今年度の校内研究のテーマである「話すこと・聞くこと」については、５年生は区平均と同程度であるが、４・６

年生は区平均より約７ポイント下回っている。 

 

２ 国語科における課題・改善策 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・ひらがな、カタカナ、漢字、助詞、

促音、長音等の書き表し方が身に

付いていない。 

・主語と述語、修飾語、指示語など

についての理解や、作文や文章を

書く際の句読点の位置や鍵かっ

この使い方の理解が不十分であ

る。既習事項が定着していない。 

・内容を読み取れず、文章を間違

って読み取ったり、何を問われ

ているのか分からないまま読

み進め、問題を解いてしまった

りすることが多い。 

・話し合いでは、話し手の目的や

意図に応じて、話の内容を捉え

ることができない。話し手の意

見に対する自分の考えを話す

ことができない児童が多い。 

・内容の中心を明確にして自分の

考えを書いたり、段落を意識し

て書いたりすることができて

いない。 

・読書活動は楽しみにしている児

童が多いが、ジャンルが広がら

なかったり、絵だけ見て楽しん

だりする児童が多い。 

・ひらがなばかりを使って文章を

書く児童が多い。新しく学んだ

漢字や言葉を積極的に使おう

とする気持ちをもつことが難

しい。 

国語１ 



改
善
方
針 

・正しい助詞や言葉の使い方、正し

い文章の書き方を身に付けさせ

る。 

・ひらがな、カタカナ、漢字、促音、

長音などの復習を、タブレット等

を活用して行い、定着させる。 

・音読の工夫や動作化など様々な

方法を取り入れ、文章の内容理

解がより確実にできるように

する。 

・話型や聞く姿勢を提示し、話し

合い活動をたくさん取り入れ

ていく。 

・書く活動を増やし、書くことに

慣れさせる。 

・読書学習司書や図書館と連携

し、読書の楽しさを感じさせ

る。 

・児童が書きたいと思う課題を設

定し、文章を書くことを楽しま

せる。 

改
善
策
１
年 

・言葉を聞いて、正しくひらがなで

表記できるようにする。 

・文を書くときは、助詞、促音、長

音等の書き表し方に気を付けて

書くことを繰り返し指導する。 

・語のまとまりや言葉の響きに気を

付けて読む等、音読のめあてを示

し家庭学習で音読練習を継続す

る。 

・言葉の意味と使い方を覚え、身

近なことを表す語句の量を増

やしていく。 

・語のまとまりや文の構成を意識

し文を書くことができるよう

に、短文作りを取り入れる。 

・文章から場面や人物の様子を想

像して読めるようにする。 

 

・言葉遊びを通して、読むことや

書くことへの意欲を高めていく。 

・単元のねらいに沿った読書活動

をする。 

・学習計画を示し、学習の見通し

をもたせ、学習意欲を高める。 

 

 

 

２
年 

・ノートやワークシートの指導を通

して、間違えやすい「は」と「わ」

「お」と「を」の使い分けや、促

音をしっかり指導する。かたかな

表記の言葉の指導を継続する。 

・ノートやドリル、テストで新出漢

字の定着を図るとともに、習得し

た漢字の熟語や文中での使い方を

指導し、語彙数を増やしていく。 

・自分の考えが明確になるように

「はじめ」・「なか」・「おわり」の

構成を意識して文章を書かせる。 

・文章の内容の大体を捉えられるよ

うに、順序や行動を表す言葉に着

目して音読させる。 

・互いの話に関心をもち、相手の発

言を受けて話をつなぐ話し合い

活動の素地を作る。 

・司書による読み聞かせや本の紹介

を通して、読書に対する意識や態

度を高めていく。 

・友達の感想を紹介することで、い

ろいろな本に興味を抱けるよう

にする。 

・本の紹介文やおもちゃの作り方な

ど、児童が意欲的に取り組める課

題を設定する。 

３
年 

・漢字の小テストを行い、繰り返し

継続して指導する。 

・語彙力や知識を増やすために、図

書の時間を確保し、繰り返し言語

活動の充実を図る。 

 

 

 

・文章を正確に読み取るための方

法を教えたり、全体で内容の確

認をしたりして読み取る学習

を行う。 

・自分の考えを書いた文章を読み

返し、正しい表現に直したり、

よりよい文章にしたりするこ

とができるように指導する。 

・よりよい表現や文章を学級全体

で紹介し、表現力を伸ばす。 

・自分が興味をもった本を選び、

読書活動に親しむことができ

るように、週 1回程度、図書室

に行く機会を設ける。 

 

 

４
年 

・文の構成を意識させ、表現されて

いる内容を正確に把握できるよ

うにする。 

・漢字を学習する際に、止め・はね・

はらい等や漢字の形に着目させ、

画数・部首を確認する。 

・読書量を増やすとともに、国語辞

典を用いて意味調べをすること

で、語彙力を育てる。 

・説明的文章を読む際は、段落の

役割について考えさせるととも

に、段落同士の関係を捉えさせ

る。 

・書く機会を増やし、文章を書く

ときは構成メモを用いて、文章の

構成を考えさせる。 

 

 

・学習した言葉を使って話したり

書いたりすることができた場

面を価値付け、評価する。 

 

 

 

 

 

 

５
年 

・漢字学習は、漢字の書き方だけで

はなく、使い方についても重点的

に指導し、文の中で使えるように

する。 

・語彙を増やし、言葉の使い方に対

する感覚を意識して語句を使える

ように指導する。 

・自分の考えが伝わるような文章

の書き方を具体的に指導する。 

・事実と感想、意見とを区別して

書く方法を具体的に指導する。 

・意見文や感想文を友達と共有さ

せることで、考えを広げるよう

にする。 

・本の紹介や読み聞かせをした

り、読書の良さを定期的に伝え

たりすることで、すすんで読書

できるようにする。 

 

 

 

国語２ 



６
年 

・漢字テストを活用し、合格点を決

めて取り組む。漢字の復習テスト

を定期的に行い、定着を図る。 

・主語述語など、文章を書く際の基

本となるところを定期的に復習

する。朝学習を活用する。 

・段落や量を意識して書く課題を

定期的に出していく。たくさん

書く経験を積むことで、書くこ

とへの抵抗感を減らしていき

たい。 

 

・日記や意見文を書く機会を授業

時間だけでなく設けたり、本の

紹介を行ったりする。自主学習

ノートを活用する。 

・学校図書館を２週に１度は利用

し読書に親しむ機会を設ける。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校社会科） 

 

１ 社会科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

○成果 

・映像資料を活用したり、タブレットで調べ学習をしたりすることで、学習活動に意欲的に取り組めた。 

・生産や販売の仕事については、目標値・区平均と同じくらいの正答率だった。校内研究で重点を置いて取り組んだ

り、写真やインタビュー資料などを充実させることができたりした成果だと考えられる。（４年） 

・都道府県の位置や、八方位などは平均を上回っていた。学期初めから指導をし、１年間かけて反復学習した成果だ

と考えられる。（５年） 

・東京都の特色ある地域の領域で、目標値・区平均と同じくらいの正答率だった。昨年度、その単元の学習で、複数

の資料を用意して自分ですすんで調べる活動を行ったり、分かったことを整理して自分なりにまとめる活動を行った

りした成果だと考えられる。（５年） 

◯課題 

・資料を読み取り、必要な情報を集めることが苦手な児童が多い。情報収集が困難なため、自分の考えをもつことも

難しい。（３年） 

・ほとんどの領域で区の平均を下回っている。資料の読み取りや基礎的な知識の定着に課題があるので、授業の度に

要点を押さえたり前時の復習をしたりしていく必要がある。（４～６年） 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・地図記号や八方位など、社会科に

関する基本的な知識の積み上げに

課題が見られる。 

・写真や表から情報を読み取る力に

課題が見られる。 

 

 

 

・資料を読み取って分かったこと

を自分の生活に照らし合わせて

考えたり、自分なりにまとめて

表現したりすることに課題が見

られる。 

・自分の考えや調べた結果を相手

に伝えることに課題が見られ

る。 

・社会科に対する苦手意識を持っ

ていたり、関心や意欲をもつこ

とができなかったりする児童

が複数いる。 

・授業の中で学習したことを自分

の生活とつなげて考えること

に課題が見られる。 

 

改
善
方
針 

・年度当初から繰り返し指導をして

いく。方位と地図記号については

3年生、八方位と都道府県につい

ては 4 年生での定着を目指した

い。 

・学習のめあてに対応して調べた

り、自分の予想を確かめるために

調べたりと、目的をもって資料を

読み取る活動を設定する。その

際、具体的な読み取り方を全体で

確認していく。 

・社会的事象に対して、「なぜなの

か？」と理由を考える活動を行う

ことで、関連づけて考えられるよ

うにする。 

・まとめや振り返りを自分の言葉で

書く活動を意図的に設定し、関連

づけて考え、理解を深めることが

できるようにする。 

・話し合い活動を意図的に設定し、

自分とは異なる考えに触れるこ

とを通して、考えが深められるよ

うにする。 

・児童の関心・意欲を高めるため

に、単元導入時に提示する資料

を工夫したり、調べるための問

を立てたりする。資料の工夫と

して、ＩＣＴによる資料配付や

資料提示を積極的に取り入れ

ていく。 

・資料に出てくる言葉を分かりや

すくしたり、教えたりして、内

容が分かるようにしていく。 

・自分の生活とつなげて考えてい

る児童を価値付ける。単元の最

後の発問を工夫する。 

改
善
策 

３
年 

・授業の初めに「都道府県調べ」を

するなど、地図帳を活用する機会を

増やす。 

・フラッシュカード（地図記号など）

やミニテスト等を定期的に活用し

て知識の定着を図る。 

・写真や表から情報を読み取るとき

のポイントを丁寧に指導する。 

・資料から読み取ったことを基

に、問題について自分の考えを

もたせる。 

・自分の考えを伝え合う機会を設

けるなど、問題について話し合

う活動を取り入れる。 

 

 

・教科書の資料だけではなく、教

員が教材を工夫して提示する。

その際に、写真を用いたり、分

かりやすい言葉を使ったりす

る。 

・自分の生活と照らし合わせて考

えられるような発問をする。 

 

社会１ 



４
年 

・地図帳を活用し、地図を正しく読

み取ることができるようにする。

八方位についても適宜確認しな

がら指導を行う。 

・資料の読み取りを丁寧に行い、着

目すべき点を理解させる。 

・資料を読み取り、変化したこと

の背景を考えさせる。 

・話し合い活動を意図的に設定

し、考えを深めることができる

ようにする。 

 

・児童にとって身近なものや写真

や映像などの視覚的に捉えや

すいものを資料として提示す

る。 

 

 

５
年 

・地図や資料の見方、情報の集め方

を丁寧に指導する。 

・社会科における大事な言葉を丁寧

に押さえる。 

・比較したり、既存の知識と関連

付けたりして、自分の考えをも

たせるようにする。 

 

・自分たちの生活と関連付けて考

えさせることで、興味をもたせ

る。 

 

６
年 

・資料やグラフの読み取り方、年表

の見方を細かく指導する。 

・時代の流れを把握するために、時

代ごとの特徴を授業の最後に自分

の言葉でまとめる取り組みを行

う。 

・理由を考え表現する活動に取り

組み、分かったことを根拠にし

て自分の考えがもてるように

する。 

 

 

・児童にとって身近な教材や、意

外性のある教材を提示して、児

童の関心や意欲を高める。ICT

機器を積極的に活用して資料

提示を行う。 

・児童にとって分かりやすい言葉

の資料を用意する。 
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令和５年度 授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校算数科） 

 

１  算数における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

〇成果 

・デジタル教科書など、視聴覚教材を使用したり、具体物を操作したりする活動を積極的に取り入れたことにより、 

苦手意識がなくなってきた児童が増えた。 

・朝学習や家庭学習も使いながら、基本的な計算を繰り返し練習することで、正しく計算することができる児童が

増えてきている。簡単な加減乗除の計算など基本的な計算力は身に付き始めている。 

・比例の問題や約数や倍数の問題など、数の領域で平均を上回ることができている。繰り返し学習したり、計算に

電卓を用いてたくさんの問題を取り組めるようにしたりした成果だと考える。 

◯課題 

・10以上の計算、かけ算九九など基礎となる計算が定着していない児童がおり、その後の計算で正しい解答が導き

出せない児童がいる。既習事項が身に付いていないことが、新しい学習の妨げになっている。 

・文章問題を読み取り、正確に立式、正しく解答を求めるのが難しい児童がいる。 

・大田区効果測定の結果では、全領域において目標値を下回っている。特に「数と計算」領域での下回り方が著し

いので、前学年までの既習事項を復習する時間を設け、確実に定着させる必要がある。６学年では、特に比例の

問題、グラフの問題、計算問題などの領域で平均を下回った。比例やグラフについては最後の方の問題なので、

問題を最後まで粘り強く取り組む力を高めていきたい。また、計算問題は、朝学習等を活用して、定着させる必

要がある。 

・図形についての理解が未熟な児童が多い。また、単位についての実感を伴った理解が育っておらず、単位換算が

不正確である。 

 

２ 算数科における課題・改善策 

  

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・量感がイメージできない。 

・基本計算の計算精度が低い。特

にかけ算九九の未定着がその

後の各種計算の理解に支障を

きたしている。 

・文章題から演算決定をし、正し

く立式することができない。 

 

 

 

・児童によって授業への参加意識に

差がある。 

 

 

 

算数１ 



改
善
方
針 

・反復学習や振り返り、朝学習の

時間で基礎学力の定着を図る。

特に基本的な和差計算・かけ算

九九の確実な習熟を図る。 

・日常の生活体験に結びつけた学

習を通して、量感を掴めるよう

にする。 

・繰り返し計算練習を繰り返し行

い、基礎的計算の定着を図る。 

・具体物や具体例を用いて説明し

たり考えさせたりする。 

・大田区効果測定の基礎の正当率

を区の目標値まで引き上げる。 

・未習熟な単元では、学習のポイ

ントを振り返り、再テストを通

して習熟する。 

・正確に道具を操作して作図をする

力を定着させる。 

 

 

・具体物を活用して、具体的なイ

メージをもたせる。 

・問題解決型の学習を積極的に取

り入れる。 

・数量の関係を表やグラフを用い

て表す活動を取り入れる。 

・既習事項を例示し、いろいろな

考え方を検討し、自分の考えが

もてるようにする。 

・立式する際には、その理由を考

え、筋道立てて書くように指導

する。 

・ペアなどで話し合ったり、発表

し合ったりする活動を取り入

れる。 

・大田区効果測定の活用の正当率

を区の目標値に極力近づける。 

 

 

 

・学習のめあてや見通しを自分たち

でとらえ、進んで取り組めるよう

にする。 

・楽しみながら数や図形の概念を身

に付けさせるなど授業スタイル

を見直す。 

・スモールステップで授業を展開し

ていく。 

・授業の導入を工夫し、学習への意

欲を育てる。 

・タブレット端末を使って、自分に

合った学習を繰り返し行ってい

く。また、児童が集中して学習で

きるよう活用していく。 

・生活に根差した状況を用いて課題

設定をし、興味関心をもって学習

に取り組めるようにする。 

・自分が気になったところや間違え

たところを自分で気付き、改善す

る練習を繰り返し行う。 

改
善
策 

１
年 

・ブロック操作など、具体物によ

る計算練習に取り組む。 

・１０になる組み合わせ及び計算

練習の反復練習に取り組む。 

 

 

・ブロック操作などの具体物によ

る状況把握を通して、加減の判

断に取り組む。 

・和差算の混在した文章問題プリ

ントに繰り返し取り組む。 

 

・授業開始時に前時の既習を確認

し、学習のスタートラインをそろ

える。 

・デジタル教科書などの視聴覚教材

を使用し、スモールステップで進

めていく。 

２
年 

・具体物などを用いて、１００が

いくつ分・１０がいくつ分とい

う表現方法やかけ算の仕組み

などへの理解を深めさせる。 

・適切な計算が用いられる場面を

具体的にイメージさせ、繰り返

し取り組ませる。 

 

・図や具体物を用いて、ペアやグ

ループで話し合うことで、問題

の内容が具体的にイメージで

きるようにさせる。 

・問題を把握し、どのような作戦

を立てるか自分の考えを発表

したり、ペアで話し合ったりす

る場面を意識的に多く設ける。 

・授業開始時に前時の既習を確認

し、学習のスタートをそろえる。 

・主体的に楽しみながら個に応じた

課題を解決できるように、タブレ

ット端末の使用法や使用場面を

工夫する。 

 

 

３
年 

・授業中に練習問題に必ず取り組

み、できていない児童には個別

で説明する。 

・理解が不十分な単元には、ポイ

ントを説明し、再テストを行

い、計算する力を高める。 

・自分の考えをノートに書いた

り、友達同士で発表し合ったり

する時間を設ける。 

 

 

 

・学習の最初に、児童に見通しを出

させ、主体的に取り組めるように

する。 

・問題場面を身近な生活体験と結び

つけて提示し、実感をもって課題

を捉えられるようにする。 

４
年 

・計算問題を繰り返し行い、基本的

な計算力を定着させる。 

・図形の性質についての生活経験と

結び付け知識を深めるとともに。

正確に道具を操作して作図をす

る力を定着させる。 

・なぜその計算をしたのかの理由

をノートに書かせたり発表さ

せたりする。 

 

 

 

・基本的な既習事項などを振り返る

時間を設ける。 

・自分が気になったところや間違 

えたところを自分で気付き、改善

する練習を繰り返し行う。 

 

算数２ 



５
年 

・Cの児童については、取り組む問

題数を減らし、基礎的な問題が確

実にできるように丁寧に個別指

導する。 

・宿題を活用し、その日に習ったこ

とが確実に定着するようにする。 

・文章題については、問題の意味

に着目するように指導する。 

・数直線や図などの活用の仕方、

また筋道を立てて説明する方

法を具体的に指導する。 

 

・既習事項を確認し、習ったことを

使って解決することができるこ

とを指導する。 

・シンプルで簡単に解く方法を伝

え、苦手意識をもたないようにす

る。 

６
年 

・授業中に練習問題に必ず取り組

み、できていない児童には個別

で説明する。 

・朝学習等で計算の力を高めるた

めのプリントに取り組み、計算

する力を高める。 

 

・既習事項を使って自分の考えを

まとめたり発表したりできる

ように、ペアで説明し合う場面

を作り定着を図る。 

 

 

 

・学習の最初に、「何をできるよう

になったらいいか、何を考えるの

か」という見通しを確認し、主体

的に取り組めるようにする。 

・問題場面を身近な生活体験と結び

つけて提示し、実感をもって捉え

られるようにする。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校理科） 

 

１ 理科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

◯成果 

・理科の実験や観察を楽しみにしている児童が昨年度より増加傾向にある。活動や自分の考えを伝え合う活動は好き 

な子が増えてきている。 

・道具の操作や片付けが以前に比べ、スムーズになった。 

・課題提示→予想→予想理由→実験→結果→考察→結論の学習過程を繰り返し指導することで見通しをもって学習

に取り組んでいる。 

◯課題 

・全体的に区平均、目標値を上回る結果が得られなかったため、どの観点においても改善が必要である。 

・知識・技能では、観察や実験で得た結果から分かることを確実に理解できるように指導する。 

・問題に対する実験結果から分かったことを自分の言葉で書くことが苦手な児童がいるため、科学的な事象につい

て、基礎的な知識・技能を基に判断したり、理由を推測して説明したりする力が弱い。 

・全体的に区平均、目標値を下回る結果となった。実験の目的を明確にしたり、器具の名前や薬品の名前、使い方な

ど、知識に当たる部分を何度も復習したりして定着させていく必要がある。 

 

２ 理科における課題・改善策 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・観察や実験で得た結果から分かる

ことを確実に理解し、定着するこ

とができていない。 

 

・実験結果を基に問題について考 

察し、科学的な事象について判

断や説明することが難しい。 

 

・課題意識が薄く、自身の生活と

結び付けて考えたり、生かした

りすることが難しい。 

 

改
善
方
針 

・既習事項を復習や振り返る活動
を行う。 

・課題解決のための実験方法を児
童に考えさせ、実験の意味、結果
への理解を深めさせることで、知
識・技能の定着を図る。 

・課題提示の段階から、理由をそ
えて予想することを徹底する。 
その上で、結果から得られた考
えを表現することを繰り返す。 
 
 

・ICT や実物を活用し、映像を見
せたり身近な生活と関連付け
たりして課題に対する関心を
高める。 

・単元の終末では、応用学習とし
て学んだことを生かせる活動
を設定する。 

改
善
策 

３
年 

・一人一人が実験を行うことができ

るように、活動場面を多く設定す

る。 

・得られた結果を基に考察し、、分か

ったことを正確に理解している。 

 

・実験や観察を通して、得られた

結果を基に考察し、差異点や共

通点を見付け、表現するなどし

て問題解決させる。 

 

 

・身近な生活から課題意識をもた

せることで主体的に学習に取

り組ませる。 

 

 

 

４
年 

・普段の授業で、教師が理科用語を

正しく使って話をしたり、児童に

理科用語を使って説明させたり

書いたりする活動を充実させる。 

 

 

 

・考察は、言葉だけでなく絵や図、

文章でまとめるなど様々な表

現があることを紹介したり使

ってみたりすることで、自分の

考えや結果を深めたり、まとめ

たり、伝えたりする力を向上さ

せる。 

・不安なことを児童相互で相談し

たり、クロームブックや教科書

で改めて確認・演習させたりす

る練習を反復する。「自分学び」

ができるように学び方を指導

する。 

 

５
年 

・条件をそろえる、使用する器具、

見るポイントなどの実験や観察の

正しい方法について毎回丁寧に確

認する。 

・考察の仕方（実験の目的、結果、

結果から言えること）を確認

し、考察文の書き方を丁寧に押

さえる。 

・ＩＣＴを活用したり、実物を用

意したり、自分たちの経験を想

起させたりすることで興味関

心を高める。 
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６
年 

・実験の条件をそろえる、使用する

器具、見るポイントなどの実験や

観察の正しい方法について毎回丁

寧に確認する。 

 

・課題→予想→予想理由→実験方法

→結果→考察→結論の流れを定

着させる。考察を自分で書くこと

で、目的を意識して実験に取り組

めるようにする。 

・ICT機器を活用したり、実物を観

察させたりして、自身の生活経験

と結び付けて考えられるように

する。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校生活科） 

 

１ 生活科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

◯成果 

・一人一人に朝顔やミニトマトの鉢を持たせて関わらせることで、植物の生長の変化を楽しみ、観察の視点

を見付けることができた。 

・植物を育てることで、植物への愛着をもたせることができた。 

・学校探検を行い、学校に関心をもつことができた。 

・季節ごとの遊びに感心をもち、楽しく遊ぶことができた。   

◯課題 

・感じたこと、気付いたことを言葉で表現することが難しい児童がいる。 

・自然が少ない環境の中で、地域の自然を活用する機会を増やす必要がある。 

 

２ 生活科における課題・改善策 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・深い気付きにつながらない。 

 

 

 

・何を見てどう表現していいか分

からない児童がいる。  

 

 

・学校に自然が少ない。 

・季節を感じることが難しい。 

 

 

改
善
方
針 

・学校だけではなく、地域の人材や

自然を活用する。 

・友達との交流を取り入れていく。 

 

 

・見る視点をはっきりさせる。  

・表現の仕方を共有していく。 

 

 

 

・地域の公園や育てている植物を  

活用する。 

 

 

 

改
善
策
１
年 

・地域や学校の職員との交流を多く 

もつことで、より深く具体的な気 

付きにつながるようにする。 

 

 

 

・観察する際、見る視点を定めた

り具体的にどのように表現し

たりしたらよいかを示してい

く。 

・他教科との連携をとり、繰り返

し行う。 

・毎日継続して植物の世話を行う 

ことで、成長の変化に関心をも

たせる。 

 

 

 

２
年 

・野菜が変化し成長していることや、

日常生活の中で発見したことを紹

介・発表する機会を設ける。 

 

 

 

・植物に心を寄せ、よりよい成長

を願い、世話の仕方を考えたり

工夫したり、町探検で気付いた

ことを自分なりの方法で表現

したりして、それらを見て学ぶ

機会をさらに増やす。 

・生命のあるものとして継続的に

世話をしようとしたり、町の

人々や様々な場所に親しみを

もって関わったりして、自分の

経験を伝え合う機会をもたせ

る。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校音楽科） 

１ 音楽科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 
○成果 
・技能については、簡単な聴音や階名唱や、呼吸やタンギングのための具体的な体の使い方、楽器の奏法な
どを毎時間繰り返すことで積み重ねている。リコーダーは教科書以外で児童に親しみのある楽曲を用意し、
演奏技能向上の意欲を高めることができた。 

・楽曲にふさわしい音楽表現を考えたり、工夫したりするために楽曲の気分や雰囲気を感じさせるように音
楽の要素や用語を多く用いることで、表現の手段を考えたり選んだりできる児童が増えた。また、パート
の役割を考えて楽器を選んだり、リズムの組合せを考えて音楽をつくったりすることもできるようになっ
てきている。 

・鑑賞については楽曲を特徴付ける音楽の要素や旋律の特徴を感じて表現するための言葉を、児童が選択し
て表現する形をとった。語彙に課題がある児童も、自分の感じた思いに近い言葉を選ぶことができた。 

・音楽表現の意欲を高めるために、低学年では身体表現やリズム遊びを多く採り入れ、また、鍵盤ハーモニ
カは繰り返し練習をすることで基本となる奏法を身に付けることで楽しんで表現する児童が増えた。中・
高学年では歌唱や楽器演奏の基礎的な技法の指導を積み重ねたことで、積極的に音楽表現をしようとする
児童が増えた。 

○課題 
・技能について歌唱は、低学年の「元気に歌う」から高学年の発声・発音・音程といったことを求められる
につれて技能の習得が難しくなる。器楽では繰り返し個人指導を行っているが、鍵盤ハーモニカ・リコー
ダーともにタンギングと指遣いの習得に課題がある児童がなかなか減少せず、学年が上がるにつれて個人
差が開いていく。また、音符や記号の知識が定着していないため、楽譜から求められる表現を読み取るこ
とが難しい児童が学年を上がるにつれて増えていく。さらに、読譜、拍感、技能、楽器の特徴といった基
本的な知識が身に付いていない児童は、音楽づくりの活動に取り組むことが難しくなっている。 

・どのような表現をするか考えたり工夫したりするためには、技能が身に付いていなければその根拠がもて
ない。そのため、自分がどんな表現をしているかがわからない、語彙や経験値が少ない、といったことか
ら、どんな表現をしたいか思いや意図をもてない児童が学年を上がるにつれて増えていく傾向がある。 

・鑑賞については、曲の感じを身体表現であらわすことはできるが、感じたことや聴き取った旋律の特徴や
音楽の要素を言葉でうまく表現したり説明したりすることについての個人差が大きい。 

 
２ 音楽科における課題・改善策 
音楽科で特筆すべき事項として、新型コロナウイルス感染防止対策により歌唱・リコーダー等の器楽の指導

が制限される状況下であった。グループ活動ができないためにお互いの音を聴き合ってアドバイスをする活動
が行えず、客観的に自分の音に向き合うことが難しくなっていた。令和 5 年度より新型コロナウイルスが 5 類
に移行されたため座席のシールドを外し、周囲の音を聴きやすい環境になった。グループやペアで演奏を聴き
合ったり、曲想や表現について話し合ったりする活動などを積極的に取り入れ、友達と音楽に関わる時間を増
やして気づくことなどを増やしていきたい。 

 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

   取り組む態度 

課
題 

・歌唱は、低学年の元気に楽しく歌
うから、高学年の発声・発音・音
程といったことを求められるにつ
れて技能の習得が難しくなってく
る。 

・器楽では鍵盤ハーモニカ・リコー
ダーともにタンギングと指遣いの
習得に課題がある児童がなかなか
減少しない。いずれも個人差が大
きく、つまずいてしまうと追いつ
くのが難しい。また、打楽器等の
奏法や拍感を正しくもてない児童
がいる。 

・音楽の要素や曲想を表す用語や読
譜が定着せず、鑑賞の視点をもて
ない。 

・学年が上がるにつれて、読譜や技
能、拍感やリズム感の習得の困難
さや語彙の少なさから、自分なり
の表現方法を工夫することが難し
い児童が増えてくる。 

・音楽を聴いて曲想を感じることは
できるが、音楽の要素や曲想を言
葉で表現することが難しい。 

・低学年では楽しもうとする気
持ちが高ぶると乱暴な歌い方
になったり楽器の奏法が雑に
なったりしがちである。また、
高学年になるほど、多人数で
の合奏や合唱では音楽表現を
するが、一人では音楽表現を
恥ずかしがる傾向がある児童
が増えてくる。 
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改
善
方
針 

・歌唱・器楽ともに基本的な奏法や
読譜を繰り返し練習する。また、
ICTを活用し、楽譜や音源をわかり
やすく提示したり、個別指導を行
ったりすることで技能の向上を図
るようにする。 

・音楽の要素や曲想を表す言葉や用
語を覚えさせ、読譜の力をつける。 

・楽曲にふさわしい音楽表現をする
ためにどうしたいか、どのような
奏法を使うかなど、考えたことを
伝えられるように身体表現の方法
や語彙を増やす。 

・音楽を聴いて感じたことや気付い
たことを身体表現や音楽の要素を
もとにした言葉で表現できるよう
にする。 

・音感や歌唱・楽器演奏など、
音楽表現をするための意欲と
自信の根拠となる技能を低学
年から段階的に高める。 

改
善
策
１
年 

・声も楽器であることを根気強く指
導し、歌唱や鍵盤ハーモニカの演
奏は、拍を考えて反復練習を積み
重ねるようにする。 

・打楽器の奏法は、範奏を見せたり、
リズムや拍を打つ様子を互いに見
せ合ったりする。 

・階名唱など、簡単な楽譜を読むこ
とを繰り返し練習させる。 

・どんな表現をしたいか考え、身体
全身で表現する、のびのびと自分
の考えを発表するなど、交流する
場を設定する。 

・鑑賞の視点を事前に確認してから、
音楽を聴いて感じたことを、身体
表現をしたり、低学年の言葉と音
楽の言葉で結びつけて表したりす
る活動をする。 

・歌や演奏を聴き合ったり認め
合ったりする機会を多く設
け、進んで学習に参加できた
り、できるようになった達成
感を認めたりすることで、楽
しんで学習に取り組むことが
できるようにする。 

２
年 

・音程を意識して階名唱をしたり、
鍵盤ハーモニカの演奏を繰り返し
指導したりして、技能の習熟を図
る。 

・打楽器の基本的な奏法の習得を通
して、拍感を身に付けさせる。 

・階名唱を繰り返し行い、簡単な楽
譜を読むことと合わせて、音楽の
要素や曲想を表す単語を意図的に
提示する。 

・どんな表現をしたいか考え、身体
表現をしたり、のびのびと自分の
考えたことを表現したり、友達の
まねをしたりする機会を与える。 

・鑑賞の視点を事前に確認してから、
音楽を聴いて感じたことを、身体
表現をしたり、低学年の言葉と音
楽の言葉で結びつけて表したりす
る活動をする。 

・友達の歌や演奏を自分のもの
と聴き合い、認め合う機会を
多く設け、音楽表現の楽しさ
を感じさせることで意欲的に
学習に取り組むことができる
ようにする。 

３
年 

・歌唱は自然で伸びやかな声で歌う
ための体の使い方を身に付けさせ
る。リコーダーはタンギングや基
本的な指遣いを繰り返し指導し、
必要に応じて個別指導も行う。各
楽器の音の特徴を理解し、奏法を
身に付けさせる。 

・階名唱や視唱を行い、楽譜上の音
と実際の音の関連を意識させる。 

・範唱や範奏や楽譜から楽曲の特徴
を感じ取り、自分でどう表現した
らよいか音楽の要素と結びつけて
考えられるような選曲や楽譜の提
示をする。 

・音楽を聴いて感じ取ったことを音
楽の要素と結びつけて表現できる
ために、ワークシートや教室掲示
の工夫をする。 

・階名唱や視唱、リコーダーの
演奏や読譜を繰り返し練習さ
せ、特にリコーダーは個別指
導をすることでやればできる
という意欲と自信がもてるよ
うにする。 

４
年 

・歌唱は発声や発音に気を付けて伸
びやかな声で歌えるように体の使
い方を指導する。リコーダーは基
本的な奏法やサミングが使われる
音域の運指の指導を繰り返し行
う。合奏を通して様々な楽器の奏
法を身に付けさせ、音楽の種類ご
とのリズムや拍の取り方の違いを
感じさせる。 

・階名唱や視唱を行い、楽譜上の音
と実際の音の関連を意識させる。 

・楽曲の特徴を感じ取り、どう表現
したらよいか音楽の要素と結びつ
けて、友達と意見を交換する活動
を多くとり入れる。 

・音楽を聴いて感じ取ったことを音
楽の要素と結びつけて表現できる
ために、鑑賞教材の提示の仕方や
ワークシートを工夫する。 

・互いに練習の成果を聴き合っ
たり、教え合ったりすること
で、友達と積極的に関わる時
間を設け、音楽表現をする事
への意欲と自信をもたせるよ
うにする。 

５
年 

・発声や発音の基礎練習を行い、体
の使い方を体得させるようにす
る。楽器の基本的な奏法は繰り返
し指導し、必要に応じて個別指導
を行う。また、児童が興味をもて
る楽曲を採り入れ、取り組みやす
くする。 

・範唱や範奏や読譜から音楽の特徴
を音楽の要素と関連させて感じ取
り、自分の表現に生かすために楽
譜への書き込みやグループでの意
見交換を多くとり入れる。 

・個別の課題を明確にして歌唱
や楽器の練習に取り組ませ、
できることを増やすことで音
楽表現への意欲や関心を高め
る。 

 

・階名唱や読譜を通して音楽の要素
や楽曲の特徴や曲想を表す言葉を
繰り返し指導する。 

・音楽を、曲想の変化や特徴を音楽
の要素と関連させて聴き取ったこ
とを表現するために、鑑賞教材の
提示の仕方やワークシートを工夫
する。 
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６
年 

・発声や発音の基礎練習を行い、頭
声発声のための体の使い方を体得
させるようにする。楽器の基本的
な奏法は繰り返し指導し、必要に
応じて個別指導を行う。また、児
童が興味をもてる楽曲を採り入
れ、取り組みやすくする。 

・階名唱や読譜を通して音楽の要素
や楽曲の特徴や曲想を表す言葉を
繰り返し指導する。 

・範唱や範奏や読譜から音楽の特徴
や物語性を音楽の要素と関連させ
て感受し、自分でどう表現するか
考えるために、楽譜への書き込み
やグループでの意見交換や発表を
多く採り入れる。 

・曲想の変化や特徴を音楽の要素や
学習したり、生活の中で聴いたり
した音楽と関連させながら聴き取
ったことを表現するために、鑑賞
教材の提示の仕方やワークシート
を工夫する。 

・個別の課題を明確にして歌唱
や楽器の練習に取り組ませ、
楽曲を仕上げることで達成感
をもたせ、音楽表現への意欲
や関心を高める。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校図画工作科） 

１ 図画工作科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

◯成果 

・用具や材料の適切な扱い方や、参考作品を大型スクリーンに拡大して見せ、指導をすることで、すすんで

表現を工夫する児童が増えた。 

・板書では、活動の流れと学習のめあてを明確に掲示し、児童が見通しをもって活動に取り組むことができ

た。 

◯課題 

 ・主体的に学習に取り組み、意欲的に取り組むことが難しい児童がいる。 

 ・絵の具の混色などの技能面では定着が見られるが、何を描くか考え発想することが難しい児童がいる。 

 

２ 図画工作科における課題・改善策 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・対象や事象を捉える造形的な視

点が、学年相応に育っていない

児童がいる。 

・材料や用具の使い方について、

定着に個人差があり、創造的な

表現までは結びつかない児童

がいる。 

・対象の形や色の感じなどから造

形的なイメージをもち、そのよ

さや美しさ、表したいことや表

し方などを考え、発想や構想を

することが難しい児童がいる。 

・鑑賞した作品などから、そのよ

さを感じ取り、自分の見方を広

げたり深めたりすることが難

しい児童がいる。 

・つくりだすことに楽しさを感

じ、進んで意欲的に表現したり

鑑賞したりする活動が、なかな

かできない児童がいる。 

・表現に難しさを感じた際に、投

げ出してしまう児童がいる。 

改
善
方
針 

・各題材で扱う用具や技法を指導

し、繰り返し確認することで、

表現活動を通して技能の定着

を図る。 

・表現活動を通して、形や色の特

徴を理解する造形的な視点を

育て、用具や材料の使い方を工

夫し、自分らしく創造的に表現

できるようにする。 

・いろいろな材料や素材を触った

り試したりする機会を増やし、

材料や用具、表現方法を考慮す

ることで、どのように主題を表

すか考える力を養う。 

・題材に合わせて幅広い作品の鑑

賞を行い、自分の見方や感じ方

を深め、新しい見方や感じ方を

つくりだすことができるよう

にする。 

・材料や素材の見せ方やそれらを

与えるタイミングなどを考慮

し、児童が興味・関心をもち、

活動や作品のイメージがしや

すいように工夫する。 

・鑑賞の時間を、授業の中に適宜

設定し、自己の表現活動の参考

にし、より良い表現をする意欲

が高まるように指導する。 

改
善
策
１
年 

・材料を使ってつくるときの感覚

や行為を通して、いろいろな形

や色などに気付くようにする。 

・はさみ、のり、絵の具等の道具

は、使い方を確認しながら、繰

り返し使っていくことで定着

させる。 

 

・すすんで表したいことを見付け

られるよう、材料を選択できる

ようにする。 

・友達と作品を見合うことで、自

分の見方や表し方を広げるよ

うにする。 

・表したいことについて話したり

説明したりする交流の時間を

取り、自分のイメージを主体的

に表現させる。 

・友達と作品を見合うことで、よ

いところを自分の作品に生か

せる時間を取り入れていく。 

２
年 

・材料を使ってつくるときの感覚

や行為を通して、いろいろな形

や色などに気付くようにする。 

・ボンドやのりを使った素材の接

着や、絵の具に混ぜる水の調節

を繰り返し確認し、使い方を定

着させる。 

・材料と関わる時間を十分に設け

て、児童が自分のイメージをも

ちながら思い付いた表現を試

すことができる場を設定する。 

・鑑賞の時間を通して、自他の作

品に関心をもち、お互いの感じ

方や考えのよさを認め合い、自

分の見方や感じ方に活用する

ようにする。  

・児童にとって身近なテーマや材

料を取り上げ、主体的に表現で

きるようにする。 

・それぞれの表現のよさを全体で

共有することで、つくりだす喜

びを味わいながら取り組むこ

とができるようにする。 

図工１ 



３
年 

・絵の具や用具の基本的な扱い方を

定着させる。 

・様々な太さの筆や、カラーペンな

どの用具を必要に応じて使用す

ることで、表現の幅が広がるよう

にする。 

・金づちなどの用具を定着させ、用

具の適切な扱いに慣れるように

指導する。 

・教師が実践し、いろいろな材料

や素材を、触ったり試したりさ

せることで、作品のイメージへ

と結び付けられるようにする。 

・材料の表し方を試す時間を設定

し、表しながら自分の表現の思

いを膨らませられるようにす

る。 

・材料や素材の提示の仕方やそれ

らを与えるタイミングなどを

考慮し、児童が興味・関心をも

ち活動できるようにする。 

・授業の中で、参考作品や友達の

作品を鑑賞する活動を設け、造

形的なよさや面白さ、表したい

こと、いろいろな表し方を見つ

け、自分の表現活動の参考に

し、表現の意欲の向上に役立つ

ようにする。 

４
年 

・絵の具や用具の基本的な扱い方を

定着させ、モダンテクニックなど

の技法を指導し、絵の具を使った

表現の幅を広げる。 

・スポンジや網、ブラシ、刷毛など

の用具を、自分の表現したいこと

に合わせて工夫して表現できる

ように指導する。 

・のこぎり、金づち、彫刻刀、カッ

ターなどの用具の適切な扱いに

慣れるように指導する。 

・絵の具のモダンテクニックを使

った模様の紙づくりを行い、自

分のイメージに合った表現を

見つけられるようにする。 

・大型スクリーンを使っての実例

指導や板書を活用して、視覚的

に分かりやすい授業を展開し、

例を組み合わせたり変化させ

たりすることで、発想や構想が

広げられるようにする。 

 

・材料や素材の提示の仕方やそれ

らを与えるタイミングなどを

考慮し、児童が興味・関心をも

ち活動できるようにする。 

・授業の中で、参考作品や友達の

作品を鑑賞する活動を設け、造

形的なよさや面白さ、表したい

こと、いろいろな表し方を見つ

け、自分の表現活動の参考に

し、表現の意欲の向上に役立つ

ようにする。 

５
年 

・絵の具や用具の基本的な扱い方を

定着させる。また、動き、奥行き、

バランス、色の鮮やかさなどを

理解して表現できるような題材

を設定する。 

・のこぎり、電動糸のこぎりなどの

用具の適切な扱い方を指導し、児

童が自分らしい創造的な表現が

できるようにする。 

・パステルや絵の具を重ねる絵の

題材を通して、つくりながら発

想を広げる姿勢を養わせる。 

・アルミ線を使った立体の題材を

通して、形を変化させながら自

分の表したいイメージをもつ

力を養わせる。 

・大型スクリーンを使って、実例

指導を見せ、板書を活用して視

覚的に分かりやすい授業を展

開し、自分の表現の見通しがも

てるようにする。 

・作りながら考える題材を設定

し、段階的な表現の流れを例示

することで、児童が自分のイメ

ージをもち、意欲的に表現をす

ることができるようにする。 

・友達の作品や参考作品などを鑑

賞する時間を設け、造形的なよ

さや美しさ、表現の意図や特

徴、表し方の変化などから興

味・関心を喚起し、表現の意欲

が高まり持続する指導に取り

組む。 

６
年 

・絵の具や用具の基本的な扱い方を

定着させる。 

・動き、奥行き、バランス、色の鮮

やかさを工夫できるように、作品

を言葉で捉える機会を設ける。 

・彫刻刀の使い方を確認し、のこぎ

り、電動糸のこぎりなどの用具の

適切な扱い方を指導し、児童が自

分らしい創造的な表現ができる

ようにする。 

 

・ワークシートを活用し、児童が

イメージを広げ、自分の発想や

構想をしたことを整理し、自分

の表したいテーマを見つめら

れるようにする。 

・大型スクリーンを使って、表現

の展開や参考作品などを見せ、

板書を活用して視覚的に分か

りやすい授業を展開し、自分の

表現の見通しがもてるように

する。 

・表現のテーマや、めあてを明確

にするとともに、題材で身に付

けたい力や活動の面白さを分

かりやすく指導することで、主

体的に活動ができるようにす

る。 

・友達の作品や参考作品などを鑑

賞する時間や、児童が自ら鑑賞

の対象を選択する機会を設け、

造形的なよさや美しさ、表現の

意図や特徴、表し方の変化など

から興味・関心を喚起し、表現

の意欲が高まり持続する指導

に取り組む。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校家庭科） 

１ 家庭科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

○成果 

・少人数・４グループに分け、感染対策を行いながら基本的な調理実習を行うことができた。 

・感染対策によって時間的確保が必要となったが、ICT・動画等を活用しながら説明を行うことで授業の効率

化を図ることができた。 

○課題 

・調理実習を少人数で行う感染対策のもとでの授業構成では、実習内容が限られた。動画や ICTを活用して授

業を行ったが、やはり知識・技術面で十分とは言えなかった。 

・継続して自分で確実に作業ができる技能が定着するように、毎学期ごとに裁縫の学習を行う必要がある。 

・家庭科で学んだ知識を実際に家庭生活に生かしたり、これからの自分の成長について展望したりできる児童

が少ない。 

 

２ 家庭科における課題・改善策 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・生活上の課題を解決するため

の知識が十分とは言えない。 

・食べるための調理の計画や調理の

仕方・生活を豊かにする布を用い

た制作の計画や製作について問題

を見出して課題を設定、考えたこ

とを表現する力が十分とは言えな

い。 

・実習や体験学習には互いに協力

して取り組むが、家庭生活への

関心を高め、生活に活かしてい

こうという意欲は十分ではな

いため、家庭への啓発と共に、

生かす方法を指導していく。 

改
善
方
針 

・確実に知識・理解を定着させ

るために、既習の単元の知

識・理解と関連付けながら学

習を進める。 

・他教科で身に付けた知識や視点を

家庭科と関連付けて、家庭生活で

活用できるように自分の生活に目

を向けさせる。 

・家庭で取り組む課題を与えて、

家庭での協力を得ながらでき

る事が増えていることに気付

かせ、生活で実践しようとする

意欲をもたせるようにする。 

５
年 

・調理実習が一部しかできない

ため、ICTや動画等を活用しな

がら説明を細かく行う。また、

調理道具など、安全で衛生的

な取り扱い方なども学習での

内容を関連付けながら覚えら

れるよう指導する。 

・調べたことや体験したことから得

た情報を、各自の生活や課題に応

じて自分なりに考え、判断し表現

できるような発表し合う場を設け

る。 

・授業での学習が家庭での生活に

活かせるように、ワークシート

や資料の活用・家庭での調べ学

習等に取り組ませる。 

６
年 

・調理実習が一部しかできない

ため、ICTを活用し、動画や学

習ソフトを使用して５年時の

栄養素の学習と関連付け、食

品の分類を再確認しながら学

習を進める。また、昨年度の

授業時数不足分も効率化を図

りつつ補っていく。 

・調べたことや体験したことから得

た情報を、各自の生活や課題に応

じて自分なりに考え、発表するこ

とができるような場の設定と十分

取り組むことのできる授業内容を

取り入れる。 

・授業での学習が家庭での生活に

活かせるように、ワークシート

や資料の活用・家庭での調べ学

習等に取り組ませ、家庭での取

り組みを共有する場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

家庭１ 



授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校体育科） 

１ 体育科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

○成果 

・学習カードや掲示物、動画等を用いたことで、授業のポイントや自分に必要な課題を理解し、自分のめあ

てに向かって運動する児童が増えた。  

・友達と見合ったり、教え合ったり、学び合いをしたりすることで、動きのポイントをより理解できるよう

になった児童が増えた。 

○課題 

 ・学年が上がるごとに、技能差が顕著に表れている。 

 ・運動量の確保について。１学期末に校庭ができたため改善されていく部分もあるが、１時間の授業の構成 

も工夫を継続していく必要がある。 

 ・ポイントを意識したり、自分のめあてを考えたりしながら運動することが難しい児童がいる。 

 

２ 体育科における課題・改善策 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・運動の技能差が大きい。 

・健康で安全な生活について学習し

た知識を、自分たちの生活に生か

すことができない児童がいる。 

・運動の動き方やポイントを知り、自

分の力に合った課題を選ぶことがで

きていない。 

・勝敗を受け入れたり、お互いを

認め合ったりする態度を身に付

けさせる必要がある。 

改
善
方
針 

・休み時間には積極的に外遊びや体

育館遊びをするよう学校全体で取

り組んでいく。また、スモールス

テップで指導していく。 

・自分たちの生活について振り返ら

せ、身近なことを用いて自分事と

して捉えさせる。 

・友達と見合ったり、教師が声をかけ

たりして、ＩＣＴを活用したりして、

よい動きや運動のポイントについて

理解させる。 

・望ましい態度の児童を称賛し、

クラス全体でも共有していく。

また、安全面については怪我に

つながる恐れがあるので、厳し

く指導する。 

改
善
策
１
年 

・教師が説明する時間を極力減らし

て、運動量を確保する。 

・腕支持や逆さ感覚など身体の感覚 

を身に付ける準備運動や活動を取 

り入れる。 

 

・友達と動きを見合う場面を作り、よ

い動きを見付けられるようにする。 

・運動遊びにおいて、楽しく遊ぶこと

ができる場や遊び方を提示して選ば

せる。 

 

・児童がやってみたいと思えるよ

うな運動遊びを提示する。 

・安全に楽しく運動するためのル

ールを最初に提示し、ルールを

守れている児童を褒める。 

 

２
年 

・基礎となる動きの活動は、毎時間確

保することで、技能の定着につなげ

る。 

 

・全体やグループ内で、友達の演技か

ら学ぶ機会を設ける。 

・作戦タイムなどを通して、話し合い、

考える場を設ける。 

・学習後に「楽しかった、またや

りたい」と思えるような授業展

開の工夫をする。 

 

３
年 

・学習カードや掲示物などを活用し、

児童それぞれが自分に合っためあて

をもてるようにするとともに技能向

上のためのポイントを理解させる。 

 

・友達のよい動きを見付けたり、励ま

し合ったりすることができるように

する。 

 

 

・スモールステップを踏んだ学習

活動にする。苦手な児童が少し

頑張ればできそうだという気持

ちをもてるように授業を組み立

てる。 

４
年 

・学習カードや掲示物などを活用し、

自分にあっためあてをもつとともに

技能向上のためのポイントを理解さ

せる。 

・友達のよい動きを見付けたり、励 

まし合ったりすることができるよう

にする。 

 

・スモールステップで誰でも取り

組みやすい運動から取り組ませ

る。 

 

体育１ 



５
年 

・事前に「できるポイント」「できない

ポイント」を動画や手本で見せるこ

とで、具体的に理解できるようにす

る。 

・体育ノートで振り返りをさせる。ポ

イントをどのように意識してやって

みてどうだったかを具体的に書かせ

ることで、自己解決へつなげる。 

・安全に楽しく運動できるよう場

の設定をしたりルールを工夫し

たりする。 

 

６
年 

・技能が高い児童を手本として見せ

たり、動画を見せたりすることで

視覚的にイメージをもたせる。 

・主運動につながる感覚づくりの運

動を多く取り入れる。 

・けがの防止や心の健康について、

生活リズムや自分の体験とつなげ

て指導する。 

・学習カードを活用し、運動で工夫し

たところ、次回頑張りたいことなど

を振り返らせる。 

・タブレットを活用して運動のポイン

トを示したり学び合いをしたりする

ことで、課題を解決できるようにす

る。 

 

・単元の最初にオリエンテーショ

ンを行い、めあて、学習の流れ、

安全面の配慮についての指導を

行う。見通しをもたせて学習さ

せる。 
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授業改善推進プラン 教科ごとの改善プラン（小学校外国語） 

１ 外国語科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

◯成果 

・身近で簡単な単語（色、食べ物、数字、曜日、施設など）について理解している。 

・身近な話題の日常会話を聞いて内容を理解している。（誕生日、好きな教科、好きなスポーツ、できること・でき

ないことなど） 

◯課題 

・アルファベットの読み書きが定着していない。 

・道案内についての具体的な情報の聞き取りや理解が不十分である。 

 

 

２ 外国語科における課題・改善策 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課
題 

・アルファベットの読み方と書き方

が定着していない。 

・どのような表現を用いれば相手

に伝わるか、考えながら話すこ

とはできていない。 

・英語が好きな児童と好きではな

い児童の差が開いている。 

改
善
方
針 

・繰り返し復習することで、アルフ

ァベットを定着させる。 

・様々な表現の方法や話型を提示

しながら、どの表現を使うか児

童に選択させる。 

・必要性のある会話を用いて、ど

の児童にもコミュニケーショ

ンの楽しさを味わわせる。 

・ICT の活用や、ALT のネイティ

ブの発音を聞き、自分の思いや

考えを英語で表現させる。 

改
善
策
５
年 

・出てきた表現を、場面を変えて繰

り返し使うことで、意味と使い方

を定着させる。 

・話型や関連する単語を提示し、

どの表現を使えばいいのか児

童が選択できるようにする。 

・ゲームや音楽を使いながら楽し

く英語に親しむことができる

ようにする、 

６
年 

・繰り返し書くことで、アルファベ

ットを定着させる。 

・繰り返し発音させることで、単語

の読み方と意味を定着させる。 

・様々な表現方法や話型を提示し

ながら、どの表現を使うか児童

に考えさせる。 

・必要性のある会話の内容を考え

させ、どの児童にもコミュニケ

ーションの楽しさを味わわせ

る。 

 

外国語１ 


